
　

キ
ノ
コ
は
森
の

掃
除
屋
さ
ん
と
も
い

わ
れ
て
お
り
、
倒
れ
た

朽
木
や
落
ち
葉
な
ど
を
分

解
し
、
土
に
戻
す
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
か
ら
の
美
味
し
い
贈
り
物
と

し
て
、
た
く
さ
ん
の
食
用
キ
ノ
コ
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
身
体
に
良
い
作
用
を
期

待
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
マ
ン

ネ
ン
タ
ケ
、
ス
エ
ヒ
ロ
タ
ケ
、
シ
イ
タ
ケ
、

カ
ワ
ラ
タ
ケ
、
チ
ョ
レ
イ
マ
イ
タ
ケ
な
ど

は
詳
し
く
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
は
漢

方
薬
で
も
用
い
ら
れ
、
生
薬
名
を
霊
芝
と

い
い
、
中
国
の
最
も
古
い
薬
の
書
『
神
農

本
草
経
』
の
上
薬
に
分
類
さ
れ
て
い
る
キ

ノ
コ
で
す
。
そ
の
本
の
解
説
に
よ
れ
ば
、

赤
芝
、
白
芝
、
黄
芝
、
黒
芝
、
青
芝
、
紫

芝
の
６
種
類
が
あ
り
、
各
々
異
な
っ
た
効

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
通
の
薬
効

は｢
久
し
く
服
用
し
て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
身

の
動
き
が
軽
く
な
り
、
年
を
と
っ
て
も
老

い
る
こ
と
が
な
く
、
年
齢
が
延
び
、
つ
い

に
は
神
人
や
仙
人
の
境
地
に
も
達
す
る
よ

う
に
な
れ
る｣

と
記
載
が
あ
り
ま
す
。
実
際

に
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
は
稀
に
し
か
自
生
し
ま

せ
ん
の
で
不
老
長
寿
の
伝
説
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
。
手
に
入
り
に
く
い
キ
ノ
コ
で

す
が
、
日
本
で
は
栽
培
が
可
能
に
な
っ
た

た
め
改
め
て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
、

最
近
で
は
科
学
的
な
裏
付
け
が
と
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
中
国
で
も
霊
芝
の
成

分
研
究
、
薬
理
作
用
、
臨
床
応
用
が
大
規

模
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て

慢
性
気
管
支
炎
、
肝
炎
、
高
脂
血
症
、
狭

心
症
、
高
血
圧
症
、
神
経
衰
弱
症
に
効
果

が
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

霊
芝
の
成
分
と
し
て
は
抗
腫
瘍
性
や
血

圧
下
降
作
用
を
有
す
る
多
糖
類
、
血
糖
を

降
下
さ
せ
る
ガ
ノ
テ
ラ
ン
類
そ
の
他
が
分

離
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
理
作
用
と
し
て
、

著
者
は
マ
ウ
ス
を
用
い
た
動
物
実
験
で
気

を
鎮
め
る
作
用
、
痛
み
や
炎
症
を
軽
減
す

る
作
用
、
興
奮
薬
で
あ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
の

効
果
を
抑
制
す
る
作
用
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
現
在
も
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

キ
ノ
コ
類
は
料
理
を
お
い
し
く
す
る
と

と
も
に
、
生
体
調
節
機
能
が
あ
り
、
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
い
て
低
カ

ロ
リ
ー
、
理
想
的
な
食
材
で
す
。
そ
れ
ら

の
い
く
つ
か
は
漢
方
で
用
い
た
り
、
免
疫

補
助
剤
と
し
て
使
わ
れ
た
り
、
キ
ノ
コ
は

実
に
有
用
で
不
思
議
な
存
在
で
す
。

学
術
顧
問　

笠
原　

義
正

し
ん
の
う

せ  

き  

し

し

は  

く  

し

お  

う  

し

こ  

く  

し

せ 

い  

し

し

ほ
ん
そ
う
き
ょ
う
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　血液は、人工的につくることが

できません。生きた細胞ですので

長い期間保存することもできず、

血液を十分に確保するためには絶

えず誰かの血液が必要となります。

　萬屋薬局では、平成 25 年から毎年、社員をはじめ、

地域にお住まいの方々、近隣の福祉施設や事業所、お

取引企業様などのご協力をいただき、地域一体となった献血に取り組んでいます。

　萬屋薬局では以前から、献血に協力したい熱意を強く持っていましたが、社員数が少ないために、当社単独

では献血を行うことができませんでした。そこで、地域の方々や関係企業の皆様と一体となって献血に協力す

る取組みを 4年前に開始し、今日に至っています。

　今年は、9 月 12 日火曜日に行いました。台風で心配していた雨も何とか持ちこたえ、朝 8 時 30 分から夕方

4時までの間に、200 名もの方々に足を運んでいただきました。

　萬屋薬局では献血サポーターとして、今後とも地域の皆さまのご協力をいた

だきながら、献血活動に一層取り組んでいくことにしています。

　献血では、待ち時間が多少なりとも発生します。その時間を有効活用できる

ようにと「栄養指導」と「かんたん健康チェック」を行いました。

「栄養指導」は山形県栄養士会との共催で行い、同会から派遣していただいた管理栄養士の本石勇里子先生と、

当社の管理栄養士が担当しました。また、「かんたん健康チェック」は当社の薬剤師が肺機能や体組成の測定を

行い、薬剤師の立場からアドバイスを行いました。

　献血をしてくださった方々から回答をいただきました【163 名（92.1％）】。

以下、いくつか抜粋してご紹介します。

20 代…23％

30 代…31％　

40 代…25％

50 代…15％

60 代…6％

男性…75％

女性…25％

2回以上行っている

方が約 8割、そのうち

6回以上の方は約 3割。

初めて 10％

21 回以上 4％

～20 回
4％

1回
15％

～5回
47％

～10 回
20％

犬猫も血液型があります。ヒトほど厳密に不適合は出ませんが、実際の輸血の時は

クロスマッチ試験※は一般的です。ドナー登録制度もあるもののまだまだ普及して

おらず、実施している動物病院の方が少ないかも知れません。もちろんヒトのような公的血液バ

ンクもありませんので、供血用の犬猫を飼養している動物病院が多いと思います。

※

クロスマッチ

試験とは…

輸血する血液と

輸血される側の

血液を混ぜ合わせて

異常が出ないかを

見る検査

献血当日の様子（萬屋薬局・駐車場）



・同じ町内に住んでいて大変心強い。

・町内会でもできるだけ協力していきたい

・県内で取り組んでいる薬局は少ないのですばらしい。もっと広がればよいと思う。

・地域や社会の貢献になり大変良いことだと思うので、継続して取り組んでほしい。

・健康を自分でチェックしたり、判断するのは難しいので、貴重な機会だと思う

・こうしたサポートを身近でしていることを初めて知り、安心感を感じる。

・まだ健康サポート薬局は少ないが、健康サポート薬局のような地域に

　貢献した活動が、今後一層大切になってくるので模範的だと思う。

・地域貢献度が高く、地域連携に力を入れた活動を今後とも

　継続してほしい。

・市民に向けた有意義な情報発信だと思う。

良かった…87％　良くなかった…0％

どちらとも言えない…13％

大多数の方が「参考

になった」と回答。

している…5％　していない…94％　無回答…1％

・適切な食事量の指導が参考になった。

・相談によって自分の生活が正しいのかどうか確認できた。

・食事の摂りかたの目安がわかった。

・自分の体の値を改めて知る機会となりました。

・自分では大丈夫だと思っていたが現実が見えました。

・普段測定できないことを測定できた。

どちらとも言えない
5％

参考にならなかった
0％

参考になった
75％

無回答
20％

知らない
4％

無回答 2％

名前程度は
聞いた事がある
　　　58％

大体内容を
知っている
　36％

骨髄バンクを知って

いると答えた方々が

9割なのに対し、登録

している方は５％

体重を減らしたい

コレステロール値

血圧

特にない

血糖値

体重を増やしたい

貧血の改善

その他

無回答

                                                        83

                            42

                        37

                24

         15

     9

   5

2

    7     

0 20 40 60 80 100

登録する
つもりはない
12％

ある 4％

内容がよくわから
ないのでどちらとも
言えない
　　　55％

説明を受けて
納得すれば
登録したい
　29％

記念品が楽しみ
5％

気分が
すっきりする
5％

その他 2％

無回答 5％

検査結果により
体調管理ができる
24％

誰かの命を
救うことが
できる
58％

地域の皆様方の

温かい励ましとご協力に

心より感謝申し上げます。
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　去る 8 月 24 日、県紅花生産組合連合会の大内理加会長宅に

併設された「七浦出羽道場」に伺い、「紅花収納」の様子を見

学させていただきました。

　「紅花収納」は、連合会が年１度開催する一大イベントで、

県内各地で生産された紅花を集約し、異物除去、格付け、袋詰

めの作業を行うものです。紅花の歴史、栽培の苦労話、品質管

理の手法などについて、大内会長や今野副会長から説明をしていただきました。

　紅花は「県の花」に制定されています。紅花の栽培や、加工品の生産という文化を守るた

めに、紅花を山形県の重要な「特用作物」と位置付け、その生産振興と需要の掘り起こしが

進められているとのことです。

　このたび萬屋薬局では、「紅花収納」で選別された、高品質の県産紅花を購入するこ

とができました。今後当社では、この紅花の特質を生かした、健康を志向する方々に

ご満足いただける商品を提案していきたいと思います。
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　前号で述べましたように、当社は健康サポート薬局として多岐にわたる取組みを行っていま

す。いまや薬局の薬剤師は、調剤室内で調剤に専念するだけではなく、在宅患者さまへの訪問

指導を始め、地域の方々の健康づくりをサポートするための、地域活動への参加が強く求めら

れるようになりました。

　9 月 12 日に実施した「地域一体型献血」や同時に開催した「健康チェック」「栄養相談」は、

まさにそうした趣旨に基づいています。

　薬局のこうした活動は、町内会などの地域組織との連携も大変重要です。

　当社では、今年の 3月と 5月に、当社が所属する町内会の集まりに薬剤師を派遣し、「漢方薬、

薬膳、薬の正しい飲み方」などについてお話をし、参加した方々に大いに健康への関心を持っていただきました。

　7 月にも、城西町一区町内会様のご依頼で、お年寄りの方々を対象に、「暑さの中で健康を保つ工夫」について薬剤師から講話を

させていただきました。また、8 月には、近隣の金融機関とタイアップし、お客様を対象に

薬剤師による「健康チェック」を行ったところです。

　さらに、超高齢社会と呼ばれるいま、各市町村では、高齢者の抱えるいろいろな課題を地

域で解決していくため、医療、介護等の多職種の連携のもと「地域ケア会議」が開催されて

います。当社ではこの会議に薬剤師を派遣し、専門的な立場からアドバイスを行っています。

　萬屋薬局では、地域の皆さまに健やかな毎日を過ごしていただけるよう、今後とも薬剤師

が積極的に地域に飛び出し、「健康サポート薬局」としての使命を果たしてまいります。

町内会サロンでの講話（H29.5.25 六日町第 1町内会）

献血の待ち時間を利用して行った
当社薬剤師による健康チェック（H29.9.12）

山形県の献血者数（2017年度実績：2017年8月末まで）

11,186人400ml 489人200ml 4,428人成分 16,103人合計

2017年度採血計画

39,439人

【献血ルームご案内】   山形駅前出張所  献血ルーム SAKURAMBO　 山形市香澄町2-2-36 山形センタービル5階　電話：フリーダイヤル 0120-107-093

✂


